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背景 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症（streptococcal toxic shock syndrome: STSS）は、

急激かつ劇的な病状の進行を特徴とする致命率の高い感染症である。STSSは、感染症法に

基づく感染症発生動向調査において、5 類全数把握疾患と定められている。届出に必要な要

件は、ショック症状に加えて肝不全、腎不全、急性呼吸窮迫症候群、播種性血管内凝固症候群、

軟部組織炎、全身性紅斑性発疹、中枢神経症状のうち 2 つ以上をともない、かつ通常無菌的

な部位（血液など）等から β 溶血を示すレンサ球菌が検出されることであり、要件を満たす

と診断された場合、届出対象となる。STSS の病原菌は、A 群溶血性レンサ球菌（GAS：

group A Streptococcus, Streptococcus pyogenes）の他、B 群、C 群、G 群の溶

血性レンサ球菌などがある。 

GAS による STSS の臨床症状、関連するサーベイランスについては 2024 年 1 月の病原

微生物検出情報(IASR)速報記事を参照のこと i。 

 

今般、日本において、GAS による STSS 症例および GAS 咽頭炎症例が増加しつつある。ま

た、2010 年代に英国で流行した病原性および伝播性が高いとされる S. pyogenes 

M1UK lineage（UK 系統株）の集積が、2023 年夏以降に日本国内でも確認されている。 

2023 年 12 月までの状況について 2024 年 1 月の IASR 速報記事で報告したが、今回

その後の国内の状況を更新するとともに、改めて国内の状況についてリスク評価を行った。 

 

  

https://www.niid.go.jp/niid/ja/group-a-streptococcus-m/group-a-streptococcus-iasrs/12461-528p01.html
https://www.niid.go.jp/niid/ja/group-a-streptococcus-m/group-a-streptococcus-iasrs/12461-528p01.html
https://www.niid.go.jp/niid/ja/group-a-streptococcus-m/group-a-streptococcus-iasrs/12461-528p01.html
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国外の侵襲性 A 群溶血性レンサ球菌感染症の発生動向 

国内では感染症発生動向調査において STSS の患者数、死亡者数を集計しているが、国外

では無菌的部位からの GAS の検出のみを症例定義とした侵襲性 A 群溶血性レンサ球菌

(iGAS：invasive Group A Streptococcus:)感染症を集計している国が多く、症例定

義が異なることに注意が必要である ii。また、米国はSTSSを集計しているものの、日本とは

異なり A 群溶血性レンサ球菌によるものだけを対象としている iii。 

 

2022年末から2023年初頭に英国、フランス、アイルランド、オランダ、スウェーデンで、特

に 10 歳以下の小児での iGAS 感染症の増加が報告され、この際、GAS の M1UK 系統株

の報告数も増加していることが報告された iv。これらの国での iGAS感染症の発生は2023

年4月頃には落ち着いているが、それ以降の状況は国により異なっている。英国では2023

年 2 月に平年並みになって以降、iGAS 感染症および猩紅熱のサーベイランスに異常はみら

れなかったとしている v。一方で、スウェーデンでは 2023 年後半から再度 iGAS 感染症の

報告数が増加しているが、70 歳以上の高齢者の報告が多くなっている vi。 

米国では iGAS 感染症の中でさらに STSS を個別に集計している。2022 年 12 月に、欧

州同様に小児での iGAS 感染症が増加し、米国疾病管理予防センター(ＣＤＣ)が勧告を出し

たがそれ以降、iGAS 感染症、STSS が増加しているという報告はない。GAS による STSS

のサーベイランスでは新型コロナウイルス感染症流行以前と比較するとやや多いものの、大

きな流行の波は見られていない vii。 

カナダでは全国的な発生の報告はないものの、ブリティッシュコロンビア州では 2023 年

12 月以降 20 歳未満の iGAS 感染症が増加していることを報告しており、同州では 2016

年以降 iGAS 感染症の報告数が増加傾向にあるとしている viii。 

オーストラリアでは iGAS 感染症がサーベイランス対象疾患となったのが 2021 年以降であ

るが、集計開始後徐々に報告数は増加している。2024 年の報告数は 3 月 21 日時点で

2023 年の同時期と同程度となっている ix。 

アルゼンチンでは 2022 年年末の報告数の増加は見られなかった一方で、2023 年に小児

を中心に iGAS 感染症の症例数、死亡者数の報告が増加しており、解析された菌株の多くが

M1 型株であり、そのうち M1UK 系統株が 9.1%であったとしている x。 

 

M1UK 系統株は、それ以外の M1 型株と比較して発赤毒素の産生量が約 9 倍多く、伝播性

も高いとされているが、2022 年から 2023 年にかけての欧州での iGAS 感染症の増加

と M1UK 系統株の増加の間に疫学的な関連性は見られなかったと報告されている xi。ま

た、この時期の欧州各国からの報告においても、スペインからは関連がないと報告されてい

る xii一方、ベルギー、ドイツ、アルゼンチンからの報告では関連が示唆されており、一致した

見解は得られていない x,xiii,xiv,xv。 
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感染症発生動向調査に基づく国内の A 群溶血性レンサ球菌感染症の発生動向 

(2024 年 3 月 25 日時点) 

 

1) 劇症型溶血性レンサ球菌感染症の発生動向 

2024 年第 1 週（1/1-7）から第 11 週(3/11-17)に診断され、感染症発生動向調査に届

出された STSS 症例は 521 例であり、血清群は A 群が 335 例、B 群が 56 例、C 群が 7

例、G 群が 93 例、その他/不明 30 例と、A 群による届出が最も多かった。また、過去 6 年間

(2018年-2023年)においてSTSS届出数全体に占めるA群による届出数の割合は30％

から 50%程度であったが、2024 年は 64％と割合が上昇した。 

 

GAS による STSS 症例は、2023 年全体で 409 例、2024 年は第 1 週から第 11 週で

335 例の届出があった。 

過去 6 年の各年第 1 週から第 11 週の届出数は平均 77.5 例(範囲：39-106)であった

が、2024 年は 335 例（2024 年第 1 週-第 11 週）の届出があり、これまでで最も届出数が

多かった。 

 
335例の届出について、性別は、男性 192例(57％)、女性 143例(43％)、年齢内訳は、

20 歳未満 13 例、20 代 6 例、30 代 22 例、40 代 46 例、50 代 44 例、60 代 68 例、70

代 76 例、80 代以上 60 例であった。うち届出時死亡例は 77 例であり、男性 44 例、女性

33 例、年齢内訳は、20 歳未満 0 例、20 代 1 例、30 代 5 例、40 代 6 例、50 代 11 例、

60 代 16 例、70 代 20 例、80 代以上 18 例であった。50 歳未満において、届出数に占め

る届出時の死亡数の割合は 13.8％となり、以前(2018 年-2022 年：9.1％-24.1％)と同

様となった。 

 

GAS による STSS 症例について、2023 年 7 月以降、特に 50 歳未満を中心とした届出

数の増加を報告した i。その後、GAS による STSS 症例の届出全体としても、11 月に増加し、

2024 年 1 月(165 例)に、ピークとなった。7 月以降、50 歳未満の届出数の増加が目立っ

ていたが、11 月以降、50 歳以上の届出数も増加し、全届出に占める 50 歳以上の届出割合

は以前（2018 年-2022 年：76％-88％)と同様となった。 

2024 年 3 月 25 日現在、 GAS による STSS 症例の届出数は減少傾向（3/1-17: 60

例）であるが、例年と比較し依然として多い状況である。なお、直近の届出は遅れて集計され

るため注意が必要である。 
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2) A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎の発生動向(小児科定点) 

GAS 咽頭炎の小児科定点当たり報告数は、2023 年第 33 週（8/14-20）から増加し、第

50 週（12/11-17）にピーク（定点当たり報告数 5.04）となった。これは、過去 6 年の同時

期と比較して、最も高い値であった。2024 年第 11 週（3/11-17）の定点当たり報告数は

4.48 であり、引き続き高い報告数で推移している xvi。 

 

 

国内の A 群溶血性レンサ球菌の細菌学的動向 

2024年3月 15日までに国立感染症研究所に、2024年 1月 1日以降に発症したSTSS

患者からの分離株が、38 府県から 126 症例 126 株送付された。そのうち、GAS は 92 症

例 (73.0%) (表 1)から、B 群溶血性レンサ球菌は 10 症例 (7.9%)から、G 群溶血性レ

ンサ球菌は 24 症例 (19.0%)から分離された。 

92 症例から分離された GAS 92 株のうち、M1 型株が、54 株 (58.7%, 54/92)であ

り、うち 43 株 (79.6%)が M1UK 系統株であった。 

都道府県別にみた M1UK 系統株の分離数(M1UK 系統株/M1 型株)は、千葉県が 8 株 

(8/8)、神奈川県が 7 株 (7/7)、茨城県 4 株 (4/4)、埼玉県 4 株 (4/6)、長野県 4 株 

(4/5)、栃木県 3 株 (3/3)、山形県 2 株 (2/2)、群馬県 2 株 (2/2)、鹿児島県 2 株 

(2/2)、山梨県 1 株 (1/1)、富山県 1 株 (1/1)、島根県 1 株 (1/1)、愛媛県 1 株 (1/1)、

福岡県 1 株 (1/3)、熊本県 1 株 (1/1)、大分県 1 株 (1/4)であった。宮城県 (0/1)、大阪

府 (0/1)、長崎県 (0/1)からは M1UK 系統株は分離されなかった（表、図）。 

なお、菌株解析は、感染症発生動向調査に報告された GAS による STSS 症例の一部の症

例に行っているものであり、解釈には注意が必要である。 

 

 

リスク評価 

 2024 年 3 月現在、GAS による STSS 症例の届出数は減少傾向にあるものの例年と

比較し多い届出数で推移している。また、GAS 咽頭炎の定点当たり報告数も 2023 年

末よりは減少しているものの高い報告数で推移している。 

 M1 型株における M1UK 系統株は、関東地方及びその周辺地域を中心に検出数が増加

し、その検出割合も以前の報告 iより増加した。しかし、この GAS による STSS 症例届出

数の増加、GAS 咽頭炎の定点当たり報告数の増加、UK 系統株との相互の関連は不明で

ある。 

 欧米で 2022 年末から 2023 年初頭に小児での iGAS 感染症の報告数の増加がみら

れたほか、2023 年から 2024 年にかけて報告数の増加がみられる国もある。ただし、

これらの国の中でも2023年以降は平年並みの報告数となった国もあれば、平年以上の

報告数が持続している国、2023 年末に報告数が増加した国などその状況はさまざまで
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ある。また、小児のみならず高齢者での感染者数が多く報告されている国もある。 

 病原性および伝播性が高いとされる UK 系統株と GAS による STSS 症例の増加との

関連については、更なる知見の蓄積が必要である。引き続き国内での発生状況、疫学的

特徴を把握する必要があり、積極的な菌株収集、疫学情報の収集が求められる。 

 公衆衛生対応として、臨床医への適切な診断、治療、報告の推奨、医療機関や高齢者施設

等における標準予防策の徹底、一般市民への感染予防策（手指衛生、咳エチケット、擦過

傷などの創部の清潔な処置等）の啓発、有症状時の早期受診の推奨が必要と考えられる

xviiixvii, ,xix。  
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表．国立感染症研究所 細菌第一部に送付された都道府県別の STSS 患者由来の 
A 群レンサ球菌(GAS)の分離株数 
（2024 年 1 月 1 日以降発症）（2024 年 3 月 25 日現在） 

 

 都道府県 GAS    M1 型   M1UK 系統株  

   の分離株数     の分離株数 の分離株数 

全国   92  54  43 

北海道・東北・新潟 

 宮城  1  1  0 

 山形  2  2  2 

 福島  3  0  0 

 新潟  1  0  0 

関東・甲信静 

 栃木  3  3  3 

 群馬  4  2  2 

 茨城  5  4  4 

 千葉  10  8  8 

 埼玉  9  6  4 

 神奈川  8  7  7 

 山梨  1  1  1 

 長野  5  5  4 

東海・北陸 

 愛知  1  0  0 

 岐阜  1  0  0 

三重  3  0  0 

富山  1  1  1 

近畿 

 京都  1  0  0 

 大阪  2  1  0 

 兵庫  2  0  0 

中国・四国 

 岡山  1  0  0 

 鳥取  1  0  0 

 広島  5  0  0 

 島根  1  1  1 
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 山口  1  0  0 

 徳島  1  0  0 

 愛媛  1  1  1 

九州 

 福岡  4  3  1 

 長崎  3  1  0 

熊本  2  1  1 

大分  4  4  1 

宮崎  3  0  0 

鹿児島  2  2  2 
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図．国立感染症研究所 細菌第一部に送付された STSS 患者由来の検体から分離された 

都道府県別の M1UK 系統株数  

（2024 年 1 月 1 日以降発症）（2024 年 3 月 25 日現在） 

 

 

注意事項 

迅速な情報共有を目的とした資料であり、内容や見解は情勢の変化によって変わる可能性が

ある。 
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